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１．概要 

弊社では，メッシュ間隔が等間隔のデジタルマップを

用いて計算する二次元氾濫シミュレーションモデル（従

来モデル）を応用し，同一の計算領域内でメッシュ間隔

の変更可能な可変メッシュ対応型シミュレーション技術

を開発しました。本技術により，計算領域内の構造物や

局所的な微地形など，解析で必要とされる精度のメッシ

ュ間隔を個別に指定しながら一連の計算が可能となりま

した（図-1）． 
 

２．特徴 

(1) 解析方法 

基本的な解析手法は，従来モデルに準拠します．メッ

シュ間隔が異なる２領域間の境界部では，水位を同値と

する方法を用い，運動方程式並びに連続式が２境界間で

満たされるアルゴリズムです． 
(2) 利 点 

①砂防施設（砂防堰堤，流路工，導流堤等）や微地形（狭

窄部，湾曲部等）の地形スケール応じて，図-1のよう

に計算領域内に様々なメッシュ間隔の領域を設定する

ことで，対策上重要な地点等で詳細な評価が可能です． 
②従来モデルでは，流路や砂防施設の評価のためには，

計算領域全体に評価対象のスケールを単位としたメッ

シュ間隔を設定する必要があります．そのため，計算

領域が広い場合には，データ数が膨大となります．本

モデルでは，必要に応じて部分的にメッシュ間隔の変

更が可能なため，データ作成が省力化されます． 
③各々のメッシュ間隔の領域毎に，計算刻み時間を設定

できるため，全体の計算時間に大きな影響を与えませ

ん． 
④広範囲の計算領域の場合でも，必要な部分のみのメッ

シュ間隔の変更ですむため，計算時間を大幅に短縮化

できます． 
⑤入出力データは構造メッシュの配列であるため，デー

タの可視化やGIS化が容易です． 
(3) 活用が期待される場面 

①大河川や火山など，広範囲な計算領域を対象とする流

出解析で部分的な微地形の影響の評価 
②砂防施設の評価や谷出口下流に整備された流路の形状

を考慮した施設効果の検証（図-2） 
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メッシュ間隔40mでは，流路工の形

状を表現できず，氾濫する結果 

谷出口の流路工整備部分周辺域を

メッシュ間隔 20m（緑色域），それ以

外はメッシュ間隔40m 

流路工による氾濫抑制効果

を計算で評価できる

従来モデル（メッシュ間隔40m のみ） 

可変モデル（メッシュ間隔20m と 40m）

砂防施設配置域では 5m 

流路部では10m 必要以外では 20m

図-1 可変メッシュ対応型モデルのイメージ

図-2 解析事例（谷出口からの氾濫解析）




